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意見内容

・現在の学校給食は決して安全な食べ物ではありません。グリホサート（除草剤）を使用した輸
入小麦、輸入牛肉においても成長ホルモン剤が使用されています。将来ある子供たちの学校
給食には、安全安心な野菜を提供しなければなりません。そこで、有機農業を推進し、学校給
食に提供できないかと思います。有機農業は労力がかかりますので、その分の資金負担はふ
るさと納税を活用してはいかがかと思います。

・鉾田大使のカミナリ、磯山さやかさんらタレントを起用したメディア向けPRや市長自ら行ったメ
ロンのトップセールス、クックパッドによる鉾田市産野菜のレシピ情報発信やメニューフェア開
催などマスメディアを活用しながら、鉾田市の農産物の情報は大分浸透してきたと思います。
それらをもとに令和５年度は販路拡大のための様々な事業を予定するなど、鉾田市の農業の
ブランド力向上と流通促進のため計画的に事業運営がなされていると感じました。

・止まらない人口減少、少しでも遅らせるために様々な事業を行っているとのことでした。その
ため、小学校も統合は進んできましたが、鉾田の魅力を発信しながら移住者を呼び込んだり、
Uターンする若者を増やしたりしながら子どもの数の減少を少しでも遅らせることができるよう
にしていただきたいと思います。

・教育の仕事をしていると児童生徒の可能性を広げるという意味では、市外に出るという選択
になるケースが多い。児童生徒の可能性(職業選択の多様性）をいかに市内に居住しながら広
げることができるか。Society5.0の実現に向け、官民が協働していくことが必要である。一方で
市の強みである農業にかかわる仕事をさらに創出していくことが人口減少を防ぐ近道ではあろ
うが、多くの若者が魅力を感じてくれるかがポイントであろう。釈迦に説法ですね。

・地元の働く場所(企業誘致）や創業支援にも力を入れてほしい。

・鉾田市一番の魅力「農業」を活かした取り組みが、着実に進んでいると思う。

・人口減少、出生数の低下を止めることは非常に難しいと思うが、このままでは鉾田市が無く
なってしまうので、対策を急ぐ必要がある。

・婚活と言ってしまうと参加者が集まらないので、イベント等、形、名称を変えて出会いの場を
提供してはどうか。

・農業の担い手の育成のところで、市では基幹作物にメロンをかかげています。この先も基幹
作物と考えるなら、廃ビの処分料の軽減、又は一部負担等を考えてほしい。メロンは毎年新し
いビニールを使用しないと生産に大きく影響します。小規模で作付けしている農家さんでは、
処分のための費用が大変だと聞きます。葉物はポリで何年も使用できるし、年に何回か収穫
が可能ですので、メロンから葉物、又はほかの作物に変えてしまう人もいます。本当に何が必
要なことなのか、しっかり考えていただきたいです。

・子育てのところですが、鉾田市は昨年度、子どもの出生が200人を切りました。もう何年も前
から200人を少し超える人数でした。対策はなかったのでしょうか。境町や日立市は異次元の
施策を打ち出し注目を集めています。財政力が違うので比べるのは間違っているかもしれませ
んが、鉾田市民のみならず、移住を考えている方々にも子育てに魅力あるまちづくりを考えて
ほしい。

・消防団の再編検討委員会が現在頓挫しているようですが、団員を集めるのに苦労している
分団も多いと思います。再編の検討をお願いしたいです。

意見有

第２期鉾田市まち・ひと・しごと創生総合戦略進捗状況についての意見

令和５年８月10日　「令和５年度第１回鉾田市まち・ひと・しごと創生有識者会議」

　本事業は、「第２期鉾田市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン及び総合戦略」に基づき、少子高齢化や東京圏への一極集中
等により、人口減少が進んでいる現状を克服するため、地方創生の取り組みとして、まち・ひと・しごとの創生と好循環の確立
を目指した総合戦略を策定し、４つの戦略目標に基づいた関連する事業を展開している。
【戦略目標】
①しごとの創生…農業を中心に産業の活性化を図り、安定した雇用を創出する
②ひとの創生（社会動態）…ひとの地域内への還流と新たなひとの流れを創造する
③ひとの創生（自然動態）…若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる
④まちの創生…自然溢れる環境で、健康・安心・便利な暮らしを実現する
　これら４つの戦略目標を実現するため、本市の現状と課題を踏まえ、基本目標と基本施策を設定し、個別戦略を定め、農業
のブランド力の向上や地方移住の促進、子育て世帯が住みやすい環境づくり等、さまざまな事業を展開している。

第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略
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